
 

 

 

 

 

 

 

メルコスール観光振興プロジェクト 

実施協議調査団報告書 

 

 

 

平成 16 年 11 月 

（2004 年） 

 

独立行政法人国際協力機構 

東京国際センター 

 

 



 

 

 



230



略語表 

略語 西／英名 和名 備考 

CCT Comité de Cooperación 

Técnica del MERCOSUR 

技術協力委員会 メルコスール組織 

CMC Consejo del Mercado Común 共同市場審議会 メルコスール組織 

EMBRATUR Empresa Brasileira de 

Turismo 

ブラジル政府観光局 ブラジル 

GMC Grupo Mercado Común 共同市場グループ メルコスール組織 

INPROTUR Instituto Nacional de 

Promoción Turística 

アルゼンチン政府観光

局 

アルゼンチン 

JATA Japan Association of 

Travel Agents 

社団法人日本旅行業協

会 

日本 

JICA Japan International 

Cooperation Agency 

独立行政法人国際協力

機構 

日本 

JPMO Project Management Office 

in Japan (MERCOSUR 

Tourism Promotion Office 

in Japan) 

メルコスール観光局日

本事務所 

メルコスール組織 

MERCOSUR Mercado Común del Sur 南米南部共同市場 メルコスール組織 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイ

ン・マトリックス 

 

PMO Project Management Office 

(Montevideo) 

メルコスール観光局プ

ロジェクト事務所 

メルコスール組織 

PO Plan of Operation プロジェクト活動計画  

R/D Record of Discussion 協議議事録  

RET Reunión Especializadas de 

Turismo 

観光特別会議 メルコスール組織 

RMTur Reunión Ministros de 

Turismo 

観光大臣会議 メルコスール組織 

SENATUR Secretaría Nacional de 

Turismo 

パラグアイ観光庁 パラグアイ 
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１．背景・経緯 

 本協力は、平成１４年度から開始されているメルコスール地域特設研修「メルコスール

観光振興」に参加した研修員が、プロジェクトとして発展させることを提案し、平成１５

年３月に、プロジェクト形成調査団を派遣し、広域協力の合意形成方法について協議した。

その後、平成１５年度本邦研修にて、さらにプロジェクトの構想を固め、平成１５年１１

月に開催されたメルコスール共同市場グループ（メルコスールの最高意志決定機関）にお

いて、本件要請をわが国に提出する総意がまとまり、要請に至った。これを受け、平成１

６年１月に本件は１５年度技術協力プロジェクトとして追加採択されたもの。    

その後、平成１６年２月に、ＪＩＣＡより事前評価調査団を派遣し、メルコスールと日

本との包括的な合意文書の内容について協議を行った。それを元に、日本とメルコスール

の包括的な合意文書がＧＭＣの承認を経、２００４年９月、日・メ双方による包括ＲＤ署

名に至ったもの。 

 今次調査団では、包括ＲＤをベースに二国間ＲＤの協議を行い、可能であれば調査期間

中に二国間ＲＤの署名を行うことを目的として派遣した。 

 

２．日程 

   平成１６年１０月２３日～平成１６年１１月７日（１６日間） 

   日程は別添のとおり。 

 

３．団員 

（１）小樋山 覚(こひやま さとる)：団長 

   独立行政法人国際協力機構 東京国際センター 所長 

Leader / Mr. Satoru Kohiyama 

Director General, JICA TOKYO, 

Japan International Cooperation Agency 

 

（２）澤田 純子（さわだ じゅんこ）：プロジェクト計画 

   独立行政法人国際協力機構 東京国際センター 経済開発チーム 

   Project Planning / Ms. Junko Sawada 

Program Officer, Second Program Division, JICA Tokyo, JICA 

 

（３）富永 健一郎（とみなが けんいちろう）：メルコスール協力アドバイザー 

   JICA企画調査員（対メルコスール技術協力）、JICA アルゼンチン事務所勤務 

Project Formulation Advisor for Technical Cooperation for  Mercosur 

（現地参団） 
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４．団長所感 

Ⅰ．調査団派遣の目的 

（１）なぜ JICA東京所長が調査団長としてメルコスール４カ国を訪問するか 

１）現地主導という JICA の基本方針にもかかわらず、JICA東京所長が調査団長としてメ

ルコスール４カ国を訪問する意義は何か。 

２）第一に、二国間協力とはいえメルコスール４カ国を協力対象としているため、事務

所長の所掌範囲を超えた４カ国の調整を必要とするからである。他方、現在もアル

ゼンチン駐在のメルコスール企画調査員が本プロジェクトの準備、調整を行ってい

ることから、将来は４カ国の事務所間で本プロジェクトの現地での調整ができる「仕

組み」を模索する必要もあろう。今回の調査のなかで、この可能性を打診すること

とする。 

３）第二に、本プロジェクトは日本において技術協力が行われる比率が高く、日本にお

けるＪＰＭＯ開設など、日本側が直接関与することが多くなるため、所管している

JICA東京の所長が訪問することが必要となる。 

 

（２）プロジェクト全体における今回の調査団派遣の目的 

１）派遣前の対処方針としては「メルコスール観光振興プロジェクトの早期実施に向け、

プロジェクトの枠組みや、実施合意のあり方について二国間ベースで最終確認を行

い、可能であれば調査期間中に二国間ＲＤの署名を行うこととして派遣する」こと

を目的とした。 

２）本プロジェクトは第一フェーズの協力期間を３年間とし、その成果によっては第二

フェーズを想定している。しかしながら、協力開始と同時に専門家やＪＰＭＯマネ

ージャーが赴任することは不可能であり、メルコスール４カ国内の調整などにより、

協力の成果が具体化するためには時間を要することも想像される。例えば、協力開

始後３ヶ月以内に決定する事項もいくつかあるが、期間内に決定できないことも危

惧される。 

３）そこで、今回の調査団は３年間で具体的な成果を示さない限り第二フェーズに移行

できないこともありうることを、メルコスール４カ国の最高責任者に再認識しても

らい、すべての活動を「前倒し」に取り組むことが必要不可欠であることを認識し

てもらうことも一つの目的とする。 

＊本プロジェクトは料理と同じ。お客を待たせずに美味い料理を出して店が繁盛す

るためには、お湯が沸いてから「イモ」の皮をむくというアプローチは間違い。 

４）すなわち、本プロジェクトをメルコスールの主導と主体性によって進めるべきであ

ることを大前提としつつ、メルコスールが「ロードマップ」を作成し、それに基づ

き実現を図るための問題提起を行うこととする。 

５）他方、メルコスールの統合した活動の枠組みを構築することが第一に優先されるこ
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とが大前提ではあるが、メルコスール４カ国にはそれぞれの特長と経緯があり、そ

の個性に基づくメルコスール４カ国内での適正な競争もまた必要である。そして、

個性を生かした「競争」のなかで、４カ国がより強く統合され、かつ４カ国の特長

を生かすことができることを共通認識とし、どのようなルールによりそれが実現で

きるかを考えることが重要であることを問題提起したい。 

 

（３）調査結果 

１）メルコスール各国の JICA 事務所の調整・連携の強化 

ア.ブラジル事務所次長、パラグアイ事務所長、アルゼンチン事務所長とはメルコス

ール各国の JICA 事務所がメルコスール案件の調整･連携を強化する方向性につい

ての共通認識は形成されたと思われる。 

イ.他方、アルゼンチン事務所長からはチリなどの隣国との広域の対応が必要である

との指摘もあった。 

ウ.ウルグアイにおいては事務所が開設されていないため、大使館が技術協力業務を

行っているが、大使自らの要望もあり、JICA としても業務遂行に支障をきたすた

め、早期に駐在員事務所に格上げすることが望ましい。 

２）二国間ＲＤの署名 

ア.ブラジル外務省、観光省との間には署名ができなかった。原因はブラジル技術協

力庁（ＡＢＣ）法務部の了解が遅れたこと、観光大臣、ＡＢＣ長官が不在であっ

たことなどであるが、法務部の了解は調査団滞在中に確認された。包括ＲＤは締

結されていることもあり、内容よりは手続き上の理由である。ウルグアイ到着ま

でには事務所長と大臣、長官の間で署名することを確認したうえで移動した。 

イ.パラグアイにおいては全く問題なく観光庁長官と署名した。署名式は帰国研修員

によるＪＡＴＡフェアの報告会の後に行われ、各マスコミに報道された。日本大

使館参事官、外務省責任者も同席した。 

ウ.アルゼンチンにおいては西語の表現についての微調整はあったものの、問題なく

署名した。署名式には日本大使、公使、担当書記官、外務省責任者、各マスコミ

も同席した。 

エ.ウルグアイにおいては国政選挙の結果、政権交代が確定し、次期政権に配慮し車

両の提供は困難であるとの意見があったが、他国及びウルグアイ国における実情

を説明し、理解を得た。 

３）本プロジェクト実施最高責任者への共通認識の形成 

ア.本プロジェクトの「前倒し」実施の重要性については、ブラジル観光省副大臣、

パラグアイ観光庁長官、アルゼンチン観光庁顧問及び外務省担当局長、ウルグア

イ（グロリア･カンポス）ともに確認された。特に、パラグアイ観光庁長官は署

名式の挨拶において当方のレストランの料理の例示を取り上げるなど、強い政治
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的意識が伺われた。 

イ.メルコスール４カ国の統合と競争については、ブラジル観光省副大臣、パラグア

イ観光庁長官、アルゼンチン観光庁顧問、ウルグアイ（グロリア･カンポス）と

もに確認された。他方、ブラジル観光省副大臣からは、４カ国の歴史的な経緯も

あり統合においては格差が生じうることを日本側も十分理解してもらいたいと

の発言があり、ブラジルの自己主張だけではなく一定の譲歩も念頭に置いている

ことを窺わせた。 

 

Ⅱ．プロジェクトの枠組みの確認 

（１）国際約束の形成方法の確認 

１）問題認識 

ア.パラグアイ及びウルグアイについては、包括締結済みであるのでＲＤ署名後、直

ちに国際約束の締結が可能となる。 

イ.ブラジルにおいてはスキームごとの個別の国際約束により実施されるので、当面

はこの方式で対応することとする。 

ウ.アルゼンチンについては、包括締結が準備されているとの情報を得ているが、現

地にて日程も含め再確認する。 

２）調査結果 

ア.アルゼンチンにおいては準備が進められており、日本外務省側が検討している状

況。日本大使館にも促進を依頼した。 

 

（３）活動の基本原則についての理解とコミットメントの確認 

１）調査団の問題認識 

ア.本プロジェクトの基本原則は、第一に活動はメルコスールにより主体的に行われ、

JICA の役割は促進者、触媒であること。また、メルコスールは費用分担をするこ

と。第二に官民連携の重要性と民間セクターを積極的に参加させること。 

イ.第一の点については、主体性の確立には時間がかかるであろうことが問題。今ま

での JICA プロジェクトは JICA が方向性を示すかたちが多かったが、JICA はあく

までも促進者。メルコスール４カ国が主体的にかつ短期間で「仕組み」を確立し、

活動を行うためには、最高責任者のリーダーシップと調整能力が問われる。 

ウ.また、費用分担については、日本での活動に関する費用負担がメルコスールでの

課題となろう。費用分担が可能となる予算措置はもちろん、費用分担が可能とな

るだけの成果が求められる。ここでも、最高責任者のリーダーシップが不可欠。 

エ.第二の点については、今まで必ずしも十分に行われてこなかったであろう。どの

ように官民の連携を確保し、積極的に参加させるか、議論ではなく具体的な行動

が必要であり、ここでも最高責任者のリーダーシップが必要である。 
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２）調査結果 

ア.ブラジルにおいては、観光省副大臣をはじめ関係者は主体性、費用分担について

十分に認識されていた。また、民間との連携についても支援委員会を形成してい

く方向性は認識されていた。しかし、具体的な対応については帰国研修員が中心

となって検討していく段階である。 

イ.パラグアイにおいては、観光庁長官をはじめ関係者は主体性、費用分担について

認識していた。しかし、具体的な費用分担については今後の対応をフォローする

必要があろう。民間との連携については具体的な取組みがなされていた。今後は、

パラグアイ・モデルとしていくことも検討されるべきであろう。 

ウ.アルゼンチンにおいては、観光庁顧問は費用分担については高い関心を有してお

り、第二フェーズにおける日本のＰＭＯ事務所の借り上げに関し十分な予算措置

が取れるか否かも勘案し事務所借り上げを検討すると発言した（後述）。 

エ.ウルグアイにおいては、政権交代により費用分担については明確な方針を出せな

いでいるとの印象であった。また、民間との連携については、課題が多いとの認

識が示された。他方、メルコスールの観光フェアなどの機会に促進していくとの

方向性も示された。 

 

（３）共同事業及び個別事業に関するルールの確立についての確認 

１）調査団の問題認識 

ア.調査団の目的で述べたとおり、本プロジェクトの前倒しの取組みが極めて重要で

あり、具体的にはすでにアルゼンチン事務所ではシニアボランティアの提案に基

づき個別事業の非公式な検討がされている。 

イ.本プロジェクトは官民の連携の仕組みづくりを一つの大きな柱としているが、民

間（特に日本の民間）は成果を短期間であげることを原則としていることから、

政府側の対応が遅れれば、本プロジェクトに関心を示さなくなることも危惧され

る。 

ウ.そこで、共同事業及び個別事業の承認及び費用負担のルールを早期に確立するこ

とが重要である。もちろん、当面のルールを確立し、「走りながら考える」アプ

ローチは民間からも容認されるであろう。 

エ.共同事業の承認プロセスをより具体的に確立すること、個別事業の承認のプロセ

ス、費用分担のルールなどを早期に確立することが必要不可欠。 

２）調査結果 

ア.ブラジルにおいては、個別事業への予算配分は公平の原則からは等分になろうが、

ブラジルにとっては規模に応じた配分が望ましいとも考えられ苦慮していると

の発言があった。 

イ.パラグアイ及びウルグアイにおいては、アドホック会合で協議するとのみ発言し
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た。他方、アルゼンチンの非公式提案は承知しており、パラグアイも提案を検討

していることを示唆した。 

ウ.アルゼンチンにおいては、個別事業の取扱いをどうするか以前に全体のルールづ

くりが先決とのコメントがあった。当方は、全体のルールづくりを「前倒し」に

作るための提言であることを説明し、理解をえた。 

 

（４）第２フェーズへの移行についての考え方の確認 

１）調査団の問題認識 

ア.JICA としては、04 年 12 月に本プロジェクトが開始されるとすれば、第一フェー

ズの終了半年前には評価を行い、第二フェーズに移行するかどうかを決定しなけ

ればならない。すなわち、07年６月には意思決定を行わなければならない。 

イ.また、メルコスール 4カ国にとっても、予算措置なども含め同時期までには意思

決定をしなければならないだろう。 

ウ.そのためには、開始後１年半後を目途に、すなわち 06 年６月ころには中間評価

を行い、ある程度の見込みをつける必要がある。 

エ.そこで、1 年半でどのような成果があがったか、その後どのような成果があがり

うるか、第一フェーズで具体的に何ができるか、第二フェーズで具体的に何が期

待できるかなどを明確に示すことができるための具体的な指標を「前倒し」に決

定する必要がある。 

オ.前述のように 12 月に本プロジェクトを開始するとすれば、05 年３月には指標を

明らかにしなければならない。 

カ.他方、10 月の JICA 東京での会議においては、暫定的に成果指標として２点を掲

げた。すなわち、①ＰＭＯの枠組みがメルコスール側で正式に承認され、経常的

な運営を行うための予算措置が取られること、②日本市場に対するメルコスール

としての観光振興ガイドラインができ、各国の承認が得られることである。 

キ.調査団長としては、この２点で概ね問題がないと思うが、例えば①を確認するた

めの具体的なファクトが必要となるだろう。すなわち、政府として予算措置を取

るために具体的なファクトとして必要となるものが何であるかを本プロジェク

ト開始直後には明確にしていかなければ、「どのようなファクトと、どのような

ファクトを比較して、具体的な成果があがったと判断する」という作業が不可能

となると思われる。 

ク.今回の調査団としてはこのような問題認識をもって調査にあたる。 

２）調査結果 

ア.ブラジル、パラグアイ、アルゼンチン、ウルグアイにおいては、問題認識が共有

された。 

イ.ブラジルにおいては、技術協力プロジェクトとしての本プロジェクトの目的はそ
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こにないことを前提にしつつも、観光客数の増加が一般には分かりやすい指標で

あるとの指摘があった。ブラジルが具体的な観光客増加計画を有し、その実現に

向けて活動を活発化させていることが背景と思われた。 

ウ.パラグアイにおいては、観光統計の技術レベルが低いとの認識を提起し、第二フ

ェーズに移行するためには観光統計の平準化を図る必要があることからパラグ

アイのための技術移転ではなく、メルコスールのためのパラグアイの技術向上を

図るよう提言することを示唆した。 

エ.アルゼンチンにおいては、特段のコメント等はなかった。 

オ.ウルグアイにおいては、次回のアドホック会合で明確にしたいとの移行が示され

た。 

 

Ⅲ．プロジェクト運営の枠組みの確認 

（１）運営組織、役割、権限及び進捗状況の確認 

１）調査団の問題認識 

ア.本プロジェクトは JICA にとってもメルコスール 4 カ国にとっても全く新しいプ

ロジェクトである。したがって、枠組みの形成には十分な合意形成が必要である。 

イ.同時に、官民の連携の重要性及び具体的な成果をあげて第二フェーズに移行させ

ることが重要であることから、適宜、「走りながら考える」アプローチが必要で

ある。 

ウ.調査団長としては、このような認識をメルコスール側と共有していきたい。 

エ.具体的な調査項目としては①運営組織、役割、権限の確認（プロジェクト運営委

員会、プロジェクト支援委員会、ＲＥＴアドホックグループ、ジェネラルコーデ

ィネーター、ＰＭＯ及びＪＰＭＯ、駐日大使館、ナショナルコーディネーター（仮

称）など）、②人選等を含めた進捗状況などを確認する。 

２）調査結果 

ア.運営組織、役割、権限については、ブラジル、パラグアイ、アルゼンチンともに

共通認識が形成されているとの認識があり、具体的な協議とはならなかった。ア

ドホック会合等の場でさらに議論を深めるよう要請したのみにとどまった。 

イ.アルゼンチンＣＣＴからはＰＭＯやＪＰＭＯにどれだけの権限をもたせるべき

かの枠組みを早期に明確にすべきというコメントがあり、ウルグアイからはそれ

に対し、外務省の関与について厳しいコメントが出された（他方、助言としては

ありがたいとのコメントもあった）。 

 

（２）ＰＭＯ（プロジェクト・マネージメント･オフィス）及び日本人アドバイザー 

１）調査団の問題認識 

ア.ＰＭＯの場所の確保の進捗状況を確認する。 
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イ.ＰＭＯアドバイザーの資格要件を確認するにあたって、観光分野での経験が豊富

であることも必要ではあるが、むしろ４カ国及び JICA 事務所長等との調整、メ

ルコスールをはじめ南米地域に「土地勘」があることなどがより重要であること、

したがってシニア JICA 職員などを想定していることについて理解を得る必要が

ある。 

２）調査結果 

ア.ＰＭＯアドバイザーの資格要件については、問題認識を説明した結果、ブラジル、

パラグアイ、アルゼンチン、ウルグアイの理解を得た。 

イ.ウルグアイからは観光省の１階入口付近に 50 平米前後の場所を確保するとのコ

メントがあった。なお、開設時期については政権交代がなされる 3月１日以前が

いいとの助言があった。ただし、それまでに JICA 専門家が派遣される必要はな

いこと、ウルグアイからは２名程度の事務担当者を配置することも考えているこ

と、事務所のインフラ整備をウルグアイ側が行うこと（範囲については確認中）

などが明らかになった。 

 

（３）ＪＰＭＯ 

１）調査団の問題認識 

ア.ＪＰＭＯの決定にあたっては、活動の基本原則で述べたようにメルコスールの主

体性において行われるべき。JICA はあくまでも促進者。 

イ.また、ＪＰＭＯは第二フェーズではメルコスールの費用負担となる。この観点か

らもメルコスールの意思を重視したい。 

ウ.しかし、メルコスールは日本から離れており、どの物件がいいかを直接調査する

ことはできない。したがって、メルコスールのＪＰＭＯ決定基準及び優先度を確

認し、それに基づき候補案件を助言し、最終決定はメルコスールにゆだねること

としたい。 

エ.他方、第一フェーズでは費用はまず JICA の負担となる。したがって、JICA の費

用負担限度も勘案する必要がある。決定にあたっては、本部の了解も必要となる

が、月額 70 万円程度は可能と思われる。そこで、その範囲内で、かつ JICA の考

えた決定基準及び優先度を踏まえて４件を視察した。 

オ.これらを強制するつもりは全くない。また、他の業者が先に確保してしまう可能

性もある。具体的なイメージをもつための例として捉えたうえで、メルコスール

で決定基準及び優先度を示してもらいたい。それを受けて最終的な候補地を提言

するので、最終決定はメルコスールで行ってもらいたい。 

カ.JICA が考えたＪＰＭＯ決定基準及び優先度は、次の要件を検討することであった。

すなわち、①地域（官庁街、ビジネス街、若者街か）、②環境（大通りに面して

いるか、角地かなど）、③アクセス、④階、⑤広さ及び間取り（会議スペース、
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展示、窓口）、窓など、⑥費用。 

２）調査結果 

ア.ブラジルにおいては、基準について特段のコメントはなかった。月額 70 万円程

度は妥当であるとの反応があった。その議論のなかで、ブラジル観光公社はポル

トガルを含む 6カ国に事務所を開設しており、最大規模であるポルトガル事務所

の場合は 275 平米、月額家賃は 11,500 米ドル、マネージャーを含め３名のスタ

ッフをもっているとのこと。 

イ.パラグアイにおいても、基準についての特段のコメントはなかった。費用負担に

ついては、具体的な検討はされていない様子であった。 

ウ.アルゼンチンにおいては、基準についての特段のコメントはなかった。しかし、

第二フェーズの費用負担については敏感な反応があり、持続可能な金額か否かは

今後の検討によるという発言にとどめた。 

エ.ウルグアイにおいては、事務所機能としては制度作り等が重要となるとの観点か

ら展示やイベントへの優先度を次回のアドホック会合で協議したいとのコメン

トがあった。 

 

（４）ＪＰＭＯマネージャー 

１）調査団の問題認識 

ア.マネージャーの資格要件については、日本語ができるかというよりもむしろ観光

業の経験があることを重視すべきとの日本側の声が強いことを踏まえ、日本側の

意見を伝え、先方の考え方を確認する。 

イ.マネージャーの位置づけ（査証等）についても、問題が生じないような措置が必

要となるとの共通認識を形成する必要がある。 

ウ.マネージャーの役割及び権限についても確認する。 

エ.マネージャーの人選については、進捗状況を確認する。 

２）調査結果 

ア.マネージャーの資格要件については、ブラジル、パラグアイ、アルゼンチンとも

に共通の認識を有していることを確認した。 

イ.マネージャーの位置づけについては、ブラジルにおいては、観光公社の身分で海

外事務所にマネージャーを派遣している経緯があり、問題が生じないように対応

したいとの発言があった。また、決定に当たっては、必ず JICA の事前了解をと

るむねの発言もあった。その他の国からは特段のコメントはなかった。 

ウ.マネージャーの人選については、ブラジルからは複数の候補者を検討中との発言

があった。メルコスールの了解とビザ問題等がクリアになれば候補者との協議を

始めるとのことであった。その他の国からは特段のコメントはなかった。 

エ.アシスタント（研修員）については、パラグアイから候補者の履歴書が提出され
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た。当方からは候補者を決定するのはメルコスールであり、最終決定は研修員の

受入れと同じプロセスであることを言い置いた。アルゼンチンからは特段の発言

はなかったが、準備しているとの事前情報を踏まえ、候補者を出すなら今後のプ

ロセスを考えると急がなければならないことを促した。 

オ.ウルグアイからはウルグアイにおける人選についての具体的なコメントはなか

ったが、マネージャーとアシスタントは別の国から出すべきであること、アシス

タントは６ヶ月ごととすべきであることなどを次回のアドホック会合で協議す

るとのコメントがあった。 

 

（５）ボランティアの派遣 

１）調査団の問題認識 

ア.本プロジェクトをより効果的に進めるために、ボランティアの活用を検討する必

要がある。 

２）調査結果 

ア.パラグアイ、アルゼンチン、ウルグアイともにボランティアの派遣についての強

い関心が示された。 

 

Ⅳ. 全体所感 

（１）４カ国は大臣クラスも含め具体的な取組みを着実に進めている。 

１）定期的に開催される４カ国の大臣会合でも本プロジェクトの重要性が確認されてお

り、事務レベルでもアドホック会合で形成されたネットワークに基づき着実に準備

が進められていると感じた。 

２）10 月の東京会合において課題となっていたことも、帰国後２週間あまりという状況

のなかではそれなりに、具体的に取り組まれていると感じた。 

３）今回のＲＤの署名者が、観光大臣もしくは観光庁長官であること、署名後に記者会

見を自ら行うことなどから、それぞれの政府の並々ならぬ熱意が感じられた。特に、

パラグアイ観光庁長官は協議の場にも同席するなど特別な熱意を見せた。 

 

（２）他方、４カ国の独自性、「温度差」なども、なお感じられた。 

１）包括的なＲＤが東京会合時には締結されていたにもかかわらず、二国間のＲＤがブ

ラジルにおいては締結できなかったこと、アルゼンチンにおいては包括的な国際約

束の形成の合意がされていないこと（本件に対する個別の取組みではないが）など、

まだ取組みに独自性、「温度差」が感じられることもあった。特に、ブラジルのＲＤ

署名については事務所からのフォローを強く要請したい。 

２）ブラジルについては、メルコスール４ヶ国で年間の日本人観光客５万人のなかで４

万人を占めるともいわれており、独自でも観光振興が可能との意識もみられ、メル
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コスール観光振興プロジェクトの意義を明確にしていくことが必要であろう。他の

３カ国においては、メルコスール観光振興プロジェクトの意義は十分に認識してお

り、ブラジルと他の３カ国という構図のなかで考えていく必要がある。 

３）他方、４カ国の独自性については、むしろ個性として捉えそれを生かしていくとい

う対応が望ましいと思われた。例えば、ブラジルは費用負担について積極的に取り

組む姿勢が見られるとともに３国に配慮し、譲歩もありうるとの姿勢も垣間見られ

た。パラグアイは民間との連携及び帰国研修員の積極的活用に熱意を見せている。

アルゼンチンはブラジルと他２国の緩衝的な存在を目指しているようにもみえる。

ウルグアイは本プロジェクトの事務局を置くことで調整役としての存在感を示し、

貢献することを明らかにしてきた。それぞれの比較優位な点を認めならが、その分

野での貢献を促進することにより、メルコスールとして観光振興を進めることのメ

リットが明らかになろう。 

４）４カ国は経済規模、観光資源、観光振興のためのインフラ（ブラジルのビザ問題、

パラグアイの入国手続きの煩雑さ、ホテル事情や日本食などの状況なども含め）、治

安状況などに違いが残る。これら違いをどのように乗り越えるか、補完関係を築く

かが本プロジェクトの成否の鍵である。そのためにも、本プロジェクトによるメル

コスール４カ国の融合の促進が期待されていると強く感じられた。 

 

（３）今後の JICA の実施体制を見直し必要がある。 

１）案件形成段階においては、企画調査員及び在外調査員が中心となって準備を進めて

きた。しかし、実施段階では企画調査員の関与はなくなる。それに伴う実施体制を

再構築する必要がある。中南米部において検討中とのことではあるが、早期に明確

な体制を構築する必要がある。特に、ウルグアイ調整員事務所の早期の駐在員事務

所へのステータスアップが不可欠である。これは、大使の強い要請でもある。 

 

２）ブラジル、パラグアイ、アルゼンチンそれぞれの事務所においては、メルコスール

担当者が選任されたが、実質的に動き始めるのはこれからである。また、各事務所

の担当者も二国間協力としてのメルコスール（観光振興プロジェクト）担当者では

なく広域プロジェクトとしてのメルコスール担当者となるかは今後の展開次第であ

る。この地域での協力事業の展開にあたっては自国だけでなくメルコスール全体を

視野に入れながら二国間協力を考えていく必要があり、この観点からの事業実施体

制を考えていく必要がある。 

３）そのためには、メルコスール（日本）大使会議と並んで、メルコスール（JICA）事

務所長会議などが検討されてもいいのではないか。 

 

（４）ウルグアイの政権交代が決定し、その影響が懸念される。 
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１）調査団在アルゼンチン時にウルグアイの選挙が行われ、野党（中道左派ともいわれ

ているが）が勝利した。観光大臣、外務省も、また在ウルグアイ日本大使館も、基

本的な政策としては観光振興を継承するはずであり、大きな政策転換はないとの認

識を示している。 

２）しかし、本プロジェクトへの具体的な展開を考えると、観光大臣の交代はもちろん、

メルコスール４カ国をこの 1 年半にわたって調整してきたグロリア・カンポスが交

代を余儀なくされることは想像に難くない。観光大臣も本人も政治指名ではないの

で交代の可能性は低いとは発言しているがそのまま信じるわけにはいかない。グロ

リア・カンポスが交代になったときに、他の３カ国を調整し事務局をマネージして

いけるか大いに懸念される。 

３）そのためには、JICA 専門家として派遣されるマネージャーの力量が問われる。人選

について意を用いる必要がある。 

 

（５）05年３月のウルグアイ及び日本の事務所開設を着実に実現する必要がある。 

１）本プロジェクトの具体的に目に見える開始は両事務所の開設である。メルコスール

４カ国の大きな期待でもある。署名式後の記者会見の席上、観光大臣もしくは観光

庁長官が強調していた点でもあり、日本の民間が本プロジェクトをどれだけ支援し

てくれるかにも影響があろう。 

２）次回のアドホック会合で事務所選定基準について方針を出すよう要請したが、着実

にフォローしていく必要がある。すなわち、自国でも独自にアジアに開設しようと

していたブラジルと、アルゼンチン、ウルグアイなどの意見がまとまる必要がある。

第二フェーズ以降を見据え、事務所機能をどのように考えるか、単なる事務所機能

とするのか、もう少し広く捉えていくのかを明確にさせる必要がある。ブラジルの

考え方でまとまれば今回、事例として提示した事務所レベルが妥当であり、そうで

なければやや縮小したコンセプトで再度、検討することもありうるかもしれない。 

 

（６）本プロジェクトの成功のためには民間との積極的連携が必要不可欠である。 

１）今回、初めてメルコスール観光振興プロジェクトを実施する視点から４カ国を視察

した。実際に観光資源を視察したのはアルゼンチン側のイグアス国立公園とそれに

隣接したアンドレシートで行われている提案型技術協力（PROTECO）案件だけであっ

た。それに加えて、事務所、大使館、観光省もしくは観光庁などから聞き取った情

報だけで判断するかぎりでは、潜在的な観光振興の可能性はあると思われるが、日

本人観光客を誘致するためにはかなりの課題があると思われる。 

２）第一に、先述のように観光振興のためのインフラ（ブラジルのビザ問題、パラグア

イの入国手続きの煩雑さ、ホテル事情や日本食などの状況なども含め）、治安状況な

どに課題が残る。これは観光省もしくは観光庁が対策を講じられるものではない。
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これらに対応するには、観光省もしくは観光庁がより大きな力をもって関係各省や

民間業界にものが言えるようになること、そのためには観光振興が重要な施策であ

ることを政府全体が認識するようになることが必要不可欠である。 

３）第二に、メルコスールの観光資源を考えると、今のままでは日本人観光客にとって

必ずしも魅力的とは思えない。潜在的にある資源をどのように開発するか、そして

それを日本人観光客に魅力的なものとするか、それが本プロジェクトの成否の一つ

の鍵である。そのためには日本の民間を積極的に巻き込む必要が不可欠である。 

 

（７）市民社会との連携の可能性を検討する。 

１）観光振興における市民社会との連携の可能性を検討する必要があろう。例えば、田

岡在日パラグアイ大使は、出身地である徳島県との連携を形成し、観光客の誘致を

目指している。また、岐阜県とは食糧危機の際にはパラグアイから援助を行うとい

う合意書を締結しているという。また、アルゼンチンのイグアス国立公園に隣接し

たアンドレシートで行われているプロテコ案件では、プロジェクトの活動の１つと

してテント村を建設しアドベンチャーを誘致するモデル事業を進めている。同プロ

ジェクトのもう一つの柱である環境教育と結びつけるこの活動は、観光振興との連

携を可能とする。現に日本からの観光客を誘致することを計画している。 

２）そのための将来的な拠点となりうるのが、ジャパン JICA・NGO デスクであろう。ア

ルゼンチンのデスクに市民社会支援コースにデスクから参加した帰国研修員を訪問

した。同デスクでは、新潟大学の佐野教授との連携を深め、両国の交流を実現する

ための試みを進めている。そのために、国際協力推進員との連絡を密にとっている

という。まだ、実現可能性は低いかもしれないが、本プロジェクトとデスクとの連

携を意図的に進めていることを検討する必要はあろう。 

３）また、国民参加協力推進事業を進めるなかで、本プロジェクトとの連携を意識して

いくことも可能であろう。 

 

６．今後の予定 

（１）ブラジル RD署名 

今回調査団訪問時には ABC 長官が不在であったため署名にいたらなかった。ブラジ

ル事務所長とブラジル観光省大臣、ABC長官の間で速やかに署名がなされるよう、ブ

ラジル事務所にフォローを依頼中である。 

（２）アルゼンチンとの包括国際約束 

RD 署名までに包括国際約束の締結に至らなかったが、調査団でもアルゼンチン外務

省に対して支援を要請しており、日本政府との間で速やかに締結がなされるものと

思われる。 

（３）プロジェクトの開始時期と現地実施体制 
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上記 2 点のプロジェクト実施合意に必要なプロセスを完了した後、実際にプロジェ

クトが開始され、プロジェクト経費の予算執行が可能となる。（開始日より、3 年間

プロジェクトを実施する。） 

なお、ウルグアイでは 3 月上旬に政権が実質交代し、アドホック・コーディネータ

ーとして中心的役割を果たしてきたグロリア・カンポスの続投の可能性が低いこと

からも、2月中にプロジェクト実施体制を整えることが肝要であり、これに対応して

ウルグアイにおける日本側の実施体制強化も検討が必要となっている。 

（４）メルコスール幹部セミナーと日本支所開設時期 

   各国の局長クラスの人材を 1～２名日本に招聘し、開所式を行う予定である。 

   時期は、平成 16 年 3月 21 日来日、3月 27日帰国を目処に現地にて調整中。 

   これに合わせ、事務所開所式を 3月 22 日または 23 日頃に実施する予定である。 

   ＊事務所和文名称：メルコスール観光振興事務局日本事務所(仮称) 

   ＊事務所英文名称：JPMO( Mercosur Tourism Promotion Office in Japan ) 

（５）日本におけるプロジェクト官民支援体制の構築 

   日本国内におけるプロジェクト活動において、公益性を保ちつつ効率性を担保する

ためには、プロジェクトを支援する官民連携組織を早急に構築する必要性がある。

一方、これまで観光振興を担当してきた一部の在京大使館のプロジェクトへの関与

のあり方について、メルコスール各国外務省と観光省との議論が依然平行線上にあ

ることから、今後も各国在京大使館の理解と協力を促すための努力と気配りを行い

つつ、共同で実施していくための適切な接点を見出していく必要がある。大使館を

巻き込んだ官民連携組織の構築は、1つの連携のあり方といえる。 

以上 
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  別添１ 

メルコスール観光振興プロジェクト実施協議調査日程  

  行事 宿泊場所 宿舎 

2004/10/23 Sat 19:15 日本発（AC002/J）18：30トロント着 

22:00 トロント発（AC990/J） 

機中 

2004/10/24 Sun 10:15 サンパウロ着（グアリューニョス） 

15:05 サンパウロ発 （RG2626/Y）  

16:40 ブラジリア着   ホテルへ移動          

Brasilia Bonaparte 

hotel 

2004/10/25 Mon 08:45 ホテル発 

09:00 ブラジル観光省副大臣表敬 

09:30 ブラジル観光省との協議 

12:00 会議終了（予定） 

昼食 

15:00 ブラジル観光公社（EMBRATUR）総裁室室長表敬 

16:30 ブラジル国際協力庁（ABC/MRE）との協議 

Brasilia Bonaparte 

hotel 

2004/10/26 Tue 09:45 ホテル発 

10:00 ブラジル観光省との協議２ 

11:30 署名式終了（予定） 

12:00 昼食会 

14:00 ブラジル事務所報告 

15:30 在ブラジル事務所日本国大使館報告 

17:00 ホテル発空港へ移動 

18:24 ブラジリア発 サンパウロへ移動（JJ3541/Y） 

19:55 サンパウロ着(CONGONHAS) ホテルへ移動 

Sao Paulo Paulista Ho

tel

2004/10/27 Wed 8：00 ホテル発 空港へ移動 

10:10 サンパウロ発（GUARUHOS）アスンシオンへ移動

（RG8902/Y） 

12:10アスンシオン着（RG8902） 

14:30 JICA 事務所挨拶・協議 

16:00 観光庁との実施協議 1（「JATA ﾌｪﾘｱ 2004」 

帰国研修員含む） 

19:30 大使公邸レセプション 

Asuncion Hotel Las 

Margaritas 

(Tel: 

448-765) 

2004/10/28 Thu 9:00  観光庁との実施協議 2（「JATA ﾌｪﾘｱ 2004」帰国研

修員含む） 

Asuncion Hotel  Las 

Margaritas 
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10:30 観光庁との実施協議 3（外務省参加。R/D,ミニッ

ツ内容確認） 

15:00帰国研修員による「JATAフェリア 2004」 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

16:00 二国間 R/D及びミニッツ締結（～17:00） 

17:00 観光庁主催レセプション 

20:00 調査団主催意見交換会 

2004/10/29 Fri 8:15  STP（大統領府企画庁）表敬訪問 

9:00  観光庁との実施協議 4（「今後の実施体制につい

て」等）（～11:30） 

14:30 アスンシオン市内発 

15:00 空港着 

15:40 アスンシオン発（PZ726） 

16:50 ｼｳﾀﾞｯﾄﾞ･ﾃﾞﾙ･ｴｽﾃ着（→アルゼンチン側Puerto 

Yguazuへ陸路移動）山本職員とホテルで合流    

Iguassu 山本フライト

1215-1400 

AR1924 

 

Hotel SAINT 

GEORGE 

2004/10/30 Sat 「イグアス地域自然環境保全計画」視察 Iguassu Hotel SAINT 

GEORGE 

2004/10/31 Sun 13:10 イグアス発（AR2725） 

15:00 ブエノスアイレス着 

19:30 在亜大 大部公使主催懇親会（公使邸） 

Buenos 

Aires 

Melia Bs As

2004/11/1 Mon 10:30 ＪＩＣＡアルゼンチン 

11:30 NGOｼﾞｬﾊﾟﾝﾃﾞｽｸ 

12:30 亜国外務省との協議 

（ｱﾅ･ｶﾌｨｰﾛ国際協力局長､CCT委員） 

15:30 アルゼンチン観光庁長官への表敬、 

その後、ＲＤ内容について協議 

20:00 観光庁主催懇親会 

Buenos 

Aires 

Melia Bs As

2004/11/2 Tue 10:00 アルゼンチン観光庁との協議 

12:30 二国間ＲＤ・ミニッツ署名式 

   団長主催懇親会（於：Argenta Tower Hotel） 

16:30 在亜日本大使館表敬（永井大使） 

19;00 大部公使主催懇談会 

Buenos 

Aires 

Melia Bs As

2004/11/3 Wed 11:15 ブエノスアイレス発（AR1204） 

13:00 モンテビデオ着 

16:30 ウルグアイ外務省統合メルコスール局局長表敬 

Montevide

o 

Sheraton 

Hotel 

18



2004/11/4 Thu 09:15 ＪＩＣＡボランティア事務所訪問 

11:00 在ウルグアイ日本大使館表敬（中村大使） 

12:30 在ウルグアイ中村大使主催懇親会（公邸） 

   （ボルダベリ観光大臣との懇談） 

14:30 観光省との協議 

Montevide

o 

Sheraton 

Hotel 

2004/11/5 Fri 09:30 「メ」常任代表委員会（CRPM）事務局長表敬 

10:30 二国間ＲＤ・ミニッツ署名式  

17:20 ウルグアイ発（AR1223） 

機中 

2004/11/6 Sat 7:40 トロント着（TORONTO LESTER B.） 

11:40 トロント発（AC 001/J） 

機中 

2004/11/7 Sun 15:25  成田着     
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別添２ 面会者リスト 

 

１．ブラジルでの面会相手 

Mr. Marcio Favilla  Vice Minister of Mtur ブラジル観光省副大臣 

Ms. Anqela Cruz  Mtur ブラジル観光省 

Mr. Patric Krahl  General Coordinator of South American Relations, Mtur 観光省南

米関係コーディネータ（RET アドホックメンバー、2003・2004 年度帰国研修員） 

Mr. Ronnie Schroeder New Markets Manager Brazilian Tourist Board,Embratur 

ブラジル観光公社 ニューマーケット担当 

Mr. Henrique Cesar de Sousa  Technical Cooperation Advisor ブラジル技術協力庁 

二国間技術協力担当官 

Ms. Anqela Cruz  Mtur ブラジル観光省 

Mr. Garaldo Bentes  Chief Cabinet Advisor, Embratur EMBRATUR 総裁室室長 

Ms. Bia Murano Press Office 広報担当 

Mr. Paulo Peixoto Gerente de Programs a Projectos Especiais 

ブラジル技術協力庁特別プロジェクト政策課長（メルコスール CCT メンバー） 

Mr. Yri G. de Souza  ABC/MRE 外務省 ABC  

Ms. Sybelle De Jongh  Senior Technician シニア技術者 

Mr. Henrique Cesar de Sousa  Technical Cooperation Advisor ブラジル技術協力庁 二

国間技術協力担当官 
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２．パラグアイでの面会相手 

Ms. Doris Penoni   Secretario National de Turismo (SENATUR)  

パラグアイ観光庁 （RET アドホックメンバー） 

Mr. Juan Ramon Guillermo Guichoo    General Secretary, SENATUR （2004 年度帰国研修

員） 

Ms. Sofia Montiel   Head of Information Dept.,SENATUR（2004 年度帰国研修員） 

Ms. Silvestre Lopez    Director, ITRA Travel  (2004 年度帰国研修員) 

Ms. Rosa Nunez    Director, ASATUR （2003,2004 年度帰国研修員） 

Ms. Natalia Galeano   Consultant de Tourismo （2003,2004 年度帰国研修員） 

Ms. Maria Evangelista Troche de Gallegos   Ministra Secretaria Ejectiva 

パラグアイ観光大臣 

Mr. Juan Ramon Guillermo Guichoo    General Secretary, SENATUR  

（2004 年度帰国研修員） 

Ms. Juana Rosa Quevedo de Alvarez Head of Promotion Department, SENATUR（2002 年

度帰国研修員） 

Ms. Ing. Rossy Elixabeth Riquelme J. パラグアイ外務省（メルコスール CCT メンバー） 

Mr. Juan Jose Veron  Ministerio Relationes Exteriores  外務省 海外技術協力課 

Mr. Pedro Sosa, Encargado Cooperacion del Japon  企画庁日本担当 

Mr. Luis R Amanilla, Director Cooperacion  企画庁国際協力局長 

Mr. Tomochika Uehida  JICA長期専門家 

Mr. Pedro Sosa, Encargado Cooperacion del Japon  企画庁日本担当 

Mr. Luis R Amanilla, Director Cooperacion  企画庁国際協力局長 
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３．アルゼンチンでの面会相手 

Embajadora Ana Cafiero  Representante Especial para Asuntos de Cooperacion 

International 外務省国際協力局局長 

Lic. Osvaldo Scasserra  Advisor de Cabinet 外務省顧問 （メルコスール CCT メンバー） 

Ms. Andrea de Fornasari  外務省国際協力課長 

Ms. Maria Fernanda 外務省メルコスール担当 

Ms. Mariana Navarro 観光庁 顧問（RET アドホックメンバー）（2003, 2004 年度帰国研修

員） 

Mr. Alejandoro Varela 観光庁 顧問（RET メルコスール観光特別会議委員） 

  

 

４．ウルグアイでの面会相手 

Embajador. Gustavo Vanerio  Director General para Asunto s de Internacion y Mercosur  

外務省 統合メルコスール局局長 

Dr. Graziela Reyes de Prieto  Directora de Integracion  外務省 統合局長 

Ms. Cristina Gonzalez 外務省（メルコスール CCT メンバー） 

Dr. Pedro Bordaberry  Ministro de Tourismo ウルグアイ観光大臣 

Dr. Gloria Compos  観光省プロモーション部長（RET アドホックメンバー、2002,2003,2004

年度帰国研修員） 

Ms. Rosana Grinwald 観光省エコツーリズム商品部チーフ 

Embajadora Maria Cristina Boldorini  Directra Secretaria CRPM  

メルコスール常任代表委員会事務局公使 

Mr. Antonio Aleves Jr.  メルコスール常任代表委員会事務局アドバイザーConsejero 

Prosiencia, DRPM  

Lic. Jelastian Delgui  Asesor Presidencia, CRPM   

メルコスール常任代表委員会事務局顧問 
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